


アンタイルの《飛行機ソナタ》やサティの

《パラード》（映画『幕間』つき）などのピアノ

作品が次々と演奏されると、その響きは、

分館に佇む工作機械を目覚めさせるかの

ように、機械の世紀となった20世紀初頭

の時代精神の一端を浮かび上がらせた。

ピアノ演奏は、Megumi Shibata、幸松えみ、

松村由佳。また、西村雄一郎と藤枝守との

トークも合わせて行われた。

　大人向けの企画がつづく「キヲクノ

トビラ」で異彩をはなった子どもワーク

　第２回目となった筥崎千年現代音楽祭

（音楽監督：藤枝守）のオープニング・

コンサートは、「機械工場の音楽会」という

タイトルのもと、ピアノが持ち込まれた

第一分舘倉庫が舞台となった。会場の

真上を飛ぶ航空機の爆音をバックに、

ショップ。統合新領域学府の実践実習

（PTL）の一環で、大学院生５人が企画・

実施されたものです。

　当日はさわやかに晴れ、３組の親子が

参加してくれました。理系地区をくまなく

歩き、サルノコシカケや、へんなところに

打ち込まれている杭、はたまたどうやって

こうなったの？と思うようなコンクリの

輪がはまった植木、建物の素敵なデザイン、

などなどなど・・・たくさんの「おもしろ

不思議」がみつかりました。

　子どもたちの発見力を育て、かつ箱崎

キャンパスを記録するワークとなりました。

《p.1から続く》

植物・昆虫・魚類・動物・骨格など自然史系

各分野の標本類と鉱山模型、4階文化交流

展示室には『江戸時代 異国への関心と科

学・産業の発展』と題して書籍・地図・仙厓

和尚の作品などを展示しました。また1階

エントランスホールでは『写真で見る九大

百年展』を同時開催しました。

　11月14日に開会式と内覧会を開催し、

TV放映されるとともに、新聞各紙に掲載

された効果もあり、30日間で23478名の

方に観覧頂きました。九州国立博物館に

自然史系の標本多数が並ぶ意外感もあり、

多くの方に新鮮な驚きと興味・関心を持

って頂けたようです。また、アンケートに

よって、常設の大規模展示、伊都キャンパ

スでの開館への期待が大きいことも判り

ました。今後も様々な機会に標本を紹介

する展覧会を企画しますが、今回は抑え

気味にした、標本に基づく研究の生々し

い現場や成果の紹介、九大の学者たちの

顔が見える展示も行いたいと思っています。

　会場を提供下さり、数々のご協力を賜

った九州国立博物館の方々、貴重な標本・

資料を貸して下さった九州大学各分野・

福岡市美術館・九州産業大学美術館の

方々、受付業務に協力頂いた筑紫女学園

大学の方々に御礼申し上げます。

ルネ・クレール監督の

サイレント映画「幕間；

Entr'acte」(1924年)

を見ながら、この中で流

されるエリック・サティ

の曲を、実際にグランド

ピアノを持ち込んで

演奏している様子。

キャンパス内にて、ふしぎ探し中。

何やら熱心に書き込んでいる子供たちに注目。

催事・展示クローズアップ 

夢見る機械

－第2回箱崎千年現代音楽祭－

エリック・サティと

場所： 箱崎キャンパス総合研究博物館

　　  第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）

開催期間： 2011年11月19日（土）～26日（土）

－子どもワークショップ－

ふしぎ探し
箱崎キャンパス

場所： 箱崎キャンパス理系地区内

開催日時： 平成23年10月9日（日）

担当：藤枝 守

担当：三島 美佐子 開示研究系・准教授

作曲家／九大芸工院教授
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　平成 23年10月9日(日)、15日 (土)、

第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）に

於いて、サブタイトルを「8mmフィルム、

　河口洋一郎東大教授によるＣＧ展が開催

されました。これは同氏が九州芸工大

（現；九州大）卒業であることや、2010年

にCGにおいて権威あるSIGGRAPH 

Awardを受賞したことによります。

　初日の講演で「未来の芸術生命体の

進化を考えると、彼らとは言葉ではなく、

情動的な体の動きでコミュニケーションを

とるのが良い。自然の進化のサバイバルの

中での生物の内包

する喜怒哀楽的表

現を芸術生命体の

創造として試みる

ことは奥深い」と。

　会場には数台のモニターに、初期作品

から宇宙世界に適応するように進化した

宙蟹までの精緻で自己増殖する生命体が

うごめいていました。

　平成24年2月17日(金)・18日(土)、箱崎

キャンパス総合研究博物館第一分館倉庫

（旧知能機械実習工場）において、水族館

劇場の演劇公演が行われました。

　水族館劇場は、1987年に旗揚げした

東京のテント劇団。旗揚げの中州の水上

公園での辻芝居から25年の活動、しかも

九州大学の博物館初の演劇の公演とあって、

他の大学博物館関係者や演劇ファンの皆

さんが詰めかけて下さり、観客数初日130

名、楽日180名で賑わう公演となりました。

　今回の演劇の核となった名代の奇書、

夢野久作の「ドグラマグラ」。その小説の

舞台となった九州大学での公演は、知の箱

である博物館にふさわしく、時代を超えて

九州大学が文学表現の世界にもたらした

光と影を知っていただく良い機会になり

ました。また第一分館倉庫を演劇表現の場

として、置かれている機械類を登場人物

として捉えた本作。博物館と水族館劇場

が共同して作り上げた「機械との記憶の

交換」と言った身体的なテーマは、雪が

シンシンと降る寒さもかかわらず、上演後

の興奮を巻き込み、眠る機械達も動き出

すような熱く芝居を語る夜となりました。

　本作をプレ公演とする水族館劇場の本

公演「NADJA 夜と骰子とドグラマグラ」

は、5月25日～ 6月4日、ベイサイドプレ

イス博多ポートタワー横「海の砦」にて。

更に大きなスケールで展開するスペクタ

ルなテント劇場でのドグラマグラの夢に

乞う御期待です。

懐かしい新しさに出会う夕べ」と名付け、

昭和30年代の福博の街を撮した映像の

上映会を行いました。今回上映された映像

は、第四回福岡アジア美術トリエンナーレ

の際に収集された8ミリフィルムから、

九州大学が映っていた作品を選びました。

撮影された頃と同じ時期に建てられた会場

で古い機械に囲まれながら見る映像は、

九州大学の創立以来の数ページではあり

ますが、当時を振り返り、新たな百年を刻む

ための手がかりになることと思います。

c Yoichiro Kawaguchi

Close-up Event & Exhibition

KIWOKU no TOBIRA

 CG 映像作品展
河口 洋一郎

－MORPHOGENESIS－
開催期間： 2011年10月6日（木）～11月4日（金）

場所： 箱崎キャンパス

　　  五十周年記念講堂2階ファカルティ

AHA！博多映像の活用を考える会メンバー

場所： 箱崎キャンパス総合研究博物館第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）

開催期間： 2011年10月9日（日）、15日（土）

－8mmフィルム、懐かしい新しさに出会う夕べ－
記憶の風景

－ドグラマグラの夢がはじまる－

機械仕掛けの糸姫

水族館劇場九州大学総合研究博物館公演

水族館劇場2012博多公演実行委員会

場所： 箱崎キャンパス総合研究博物館

　　  第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）

開催期間： 2012年2月17日（金）、18日（土）

担当：竹田 仰 九州大学総合研究博物館館長

担当：津田 三朗

担当：津田 三朗
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　ツノゼミは、セミではありませんが、セミ

と同じカメムシ目に属する体の小さな昆

虫の一群です。その名の通り、セミが角を

生やしたような姿をしていますが、その

角が種によって異なり、それぞれが実に

個性的な姿をしています。

　私の研究対象はハネ

カクシという甲虫の仲

間ですが、もともと昆虫

が全般に好きで、調査の

たびに専門外のものも

いろいろと採集します。

そのなかで、最近とくに凝っているのが

このツノゼミです。

　昨年はマレーシアとタイで調査する

機会を何度か持ちました。一昨年までは

片手間にツノゼミを採集していたのです

が、昨年からは少し本格的に採集すること

にしました。というのも、これまでに採集

したツノゼミを調べたところ、マレーシ

アやタイのツノゼミには、かなりの数の

新種がいることがわかってきたからです。

　昨年訪れたところで、とくに印象的

だったのは、ブキッ＝ラルートという半島

マレーシア北部にある山です。一か所、森

が切り開かれて、あたり一面にノボタン

の仲間の生える灌木の草原がありました。

そこでは、いたるところにツノ

ゼミが見られ、なんと15種くら

いのツノゼミが採れました。ツ

ノゼミの好む木はいくつかあり、

ノボタンはその一つです。しか

し環境によっては、ノボタンが

あっても、全く採れないことも

あります。今回のような幸運は滅多にあ

りません。そこは私

にとって、まるで夢の

ような世界でした。

　次に楽しかったの

は、マレー半島の付け

根にあるハジャイと

いうタイの地方都市

です。街からほど近い場所にソンクラー

大学があり、そこで開かれていた「国際

アリ学会」に参加中、

会場の周囲で採集

に励みました。これ

までの経験から、ツ

ノゼミはあまり深

い森には見られま

せん。そのような森

では、餌となる低い位置植物の新芽や草

本が少なくなるのと、ツノゼミの幼虫を

保護する種のアリが減少するからです

（その代わりツノゼミはアリに甘い蜜を

提供する）。その点、ソンクラー大学の構

内のような開けた環境はツノゼミにとっ

て理想的で、実

際、植え込みや

街路樹にたくさ

んのツノゼミが

見られました。

これまで誰も調

査しなかった地

域ですので、予想はしていましたが、明らか

に新種とわかるものも複数得られました。

　昨年のマレーシアとタイの調査では、合わ

せて50種以上のツノゼミを採集しました。

その中には新種も含まれていますが、一方、

採れるはずのものが採れておらず、まだ

まだ調査を続ける必要性を感じています。

　一昨年にツノゼミの展示会を行いました

が、それが縁でツノゼミの本を出版しまし

た（ニュース前号参照）。この本の影響か、

現在ツノゼミが静かなブー

ムになっており、ツノゼミ

の展示会をまたやってほ

しいという声を聞きます。

私もいつかまた、もっと多く

のツノゼミを集めて、ツノ

ゼミの展示をやりたいと思

っています。そこでこの計画の一環として、

今年に入ってツノゼミの宝庫、南米の

ペルーにも行きました。次号に続きます。

を作りました。刷り上

がりを正しい形にする

ためには、対象を版面

に鏡像に彫り込む必要

があります。静物画で

はあえて刷り上がりを

動物学的に正しい形に

する必要はないと考え

ていたのではないで

しょうか。

　レンブラントは多くの油絵、銅版

画、デッサンを制作しましたが、ナン

ヨウクロミナシは彼の唯一の静物版

画です。この版画では、本来右巻きの

ナンヨウクロミナシが左巻きに描か

れています。なぜこのような間違い

が起こったのでしょうか。

　彼はエッチング、エングレービング、

ドライポイントの複合技法を駆使し

て版画を制作しました。実物を版面

に素描風に描き、鉄筆で版面を掻き

取ってエッチングし、彫り込んで版

トゲウサギツノゼミ  Centrochares ridleyanus  マレーシア

シロオビハタザオツノゼミ  Pyrgauchenia pendleburyi  マレーシア

トゲアトキリツノゼミの一種  Nilautama minutispina  マレーシア

レンブラント(1650)のエッチング「ナンヨウクロミナシ（2版）」

右巻きのイモガイが誤って左巻きに描かれている。

Series : OIKAKETE
シリーズ・追いかけて

マレーシアとタイのツノゼミ

昆虫を追いかけて

ナンヨウクロミナシ
左巻きの

担当：松隈 明彦 分析技術開発系・教授

レンブラントの版画

担当：丸山 宗利 開示研究系・助教
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　当館の職員は博物館の仕事ばかり

しているわけではありません。学生

や院生の教育はもちろん、大学全体

のための仕事もあります。私の場合、

新キャンパス計画委員会の文化財

WG（ワーキンググループ）長です。

　このWGは伊都への移転に伴う文化

財等（建物・銅像・樹木・埋蔵文化財

等）の保存活用について検討します。

特に開発に先立つ埋蔵文化財の発掘

調査で発見された遺跡の学術的価値

を判断して、大学としての対応策を

提案するのが重要な任務です。

　私たちの博物館のウェブサイトは、

2000年7月に開設され、当時はトップ

ページのデザインからカウンターまで

館内での手作りでしたが、2009年3月に

リニューアルし今のクールなデザインに

なっています（図1）。

　当ウェブサイトは展示や催事の広報の場

であるとともに、標本資料に関する解説と

検索、アーカイブ（書庫）としての役割も

果たしています（図1,2）。ウェブサイト

開設から10年以上が経ち、サイト内のデ

ータの蓄積も厚くなり、サイト内で迷子に

なってしまうという声を聞くようになり

ました。みなさんの目に触れるところに

保存するか、しないかという判断をする

時期にきているようです。ウェブサイト

に蓄積されたデータすべてにアクセスで

きるのは今のうちかもしれません。

　博物館のウェブサイトへは

ください。携帯電話、スマートフォンからは、

QRコード（図3）を利用して九州大学総合

研究博物館のツイッター経由（図4）で

アクセスするのが便利です。 

museum.kyushu-u.ac.jp/ へアクセス

http://www.

大学博物館では、公立・私立の博物館と同じような業務や、大学博物館ならではの業務があります。

No.15からシリーズで、大学博物館のお仕事紹介をしています。

　伊都キャンパスの

西南隅で平成23年2月

から始まった発掘調査

（福岡市教委担当）で、

G６号墳という古墳が

見つかり、ここで出土

した鉄剣に銘文がある

ことが 9 月に判明し、

新聞やテレビで話題に

なりました。 G６号墳を観察する岩永と田中良之教授

図３）QRコード

図１）博物館ウェブサイト扉頁

下線のある文字や写真を

クリックすると

該当ページが開きます。

図４）博物館のツイッター

図２）見出し：クリックすると各ページが開きます。

展示・催事の紹介

写真も楽しい！

博物館のウェブサイトへの
リンクはココ！

標本資料の収蔵記録・解説・検索（画像検索含）

企画展示のウェブ展示・画像による標本資料の紹介 博物館ニュース・研究報告等印刷物のダウンロード

博物館のツイッターへの
リンクはココ！

下線付きの文字や写真を
クリック！

Series : Museum Jobs from A to Z
シリーズ・大学博物館のお仕事紹介

出た。

伊
都

キャンパス
で

仕事あれこれ
の

博物館員

ウェブサイトでもっと博物館を知ろう！
展示・教育普及その２：

福原 美恵子 総合研究博物館・研究支援推進員

担当：岩永 省三 一次資料研究系・教授
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シリーズ・九大博物館での研究の紹介

最近の出来事

 No.15から始まった研究紹介シリーズでは、まずは科研費による研究を紹介しています。

研究代表者：舟橋 京子 専門：人骨考古学

アジア地域における抜歯儀礼と社会変容
科学研究費補助金による研究：その５

担当：舟橋 京子 開示研究系・助教

大分県上ノ原横穴墓出土人骨(古墳時代)

に見られる儀礼的抜歯風習

国立台湾中央研究院での

古人骨調査の1コマです

抜歯部のレ線像。きれいに歯根ごと

抜かれているのがわかります

　列島古代社会周辺地域の

儀礼研究の一環で横穴墓出土

人骨の調査に参加しました。

古人骨を用いた儀礼研究が

あまり進んでいない地域の

古人骨調査です。

研究成果にご期待下さい。

●古人骨発掘調査

宮崎県都城市菓子野地下式横穴墓出土人骨調査

2011年12月7日・8日

受賞著作：『抜歯風習と社会集団』
（2010 年 6月／すいれん舎）　

九州考古学会賞を受賞

●受賞 2011年11月26日

博士論文を元にした著作。

東アジアの縄文・弥生時代人骨数千体

を分析した実証的研究の集大成。

是非書店でお手にとってご覧下さい。

　助教の舟橋です。前号に引き続き抜歯

風習の話におつきあい頂きたいと思います。

　私の研究目的は、社会の複雑化と儀礼

の抽象化のモデル化を行うことです。

私は儀礼の中でも古人骨資料を用いて

実際に確認可能な誕生・成人・婚姻・死と

いった通過儀礼と社会進化段階の関係

について研究しております。前号でご紹介

いたしましたように、これまで私は東ア

ジアを対象として成人儀礼としての抜歯

の出現・終焉と部族社会の関連を明らか

にしてきました。これに対しこの科研研

究では、部族社会変容期以降に見られる、

服喪儀礼としての抜歯風習やそれと関連

すると考えられる抜歯歯牙の供献事例と

社会の関係に関するケーススタディを

らずアジア各地においても類例が見つ

かっています。探し出すのは大変な事例

ですが、人骨から得られる情報と墓から

得られる考古学的情報を組み合わせる

ことにより、儀礼と社会変容の結びつき

について議論することができるのです。

　この研究を可能にするのは、人骨から

引き出した情報と考古学的情報をあわ

せて分析を行うという学際的研究方法

の採用であり、これは私の研究のオリ

ジナリティーでもあります。形質人類

学的情報（年齢・性別・抜歯施行年齢）と

考古学的情報（副葬品・埋葬位置など）

との相関の有無を明らかにし、さらに民族

誌学・社会人類学的研究成果を援用して

抜歯施行儀礼や抜歯の社会的意味を総合

的に明らかにするという方法で研究を行

っております。

　皆さんも博物館などで古人骨をご覧に

なる機会がありましたら、歯周症も虫歯

も無いのに抜けている歯が無いかどうか

ちょっと見てみて下さい。

加えて、アジア諸地域の部族社会変容期

以降の社会における抜歯風習の調査・

分析を行っています。

　調査とはいっても、この時期の抜歯風

習は施行率が低くまた抜歯本数が少な

く抜歯歯種も多様であることから、人骨

を100体見て確実な抜歯個体が1－2体

なんてこともあります。そんな少数の人

しかやっていない儀礼を調べてどのよう

な意味が？と思われる方もいらっしゃる

かもしれません。但し、西日本古墳時代の

抜歯風習に関する先行研究では、家長権

継承と結びついた儀礼であるとの指摘

が行われ父系化との関連が明らかにさ

れています。また、これまでの本科研費

による調査・分析から、日本列島のみな （特別研究奨励費平成21年度－平成23年度）
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カルテの記憶

半自動データ取得システム確立とＶＲ展示への応用・評価
学術標本３Ｄデジタル情報の、

科学研究費補助金による研究：その６

三島 美佐子 ・ 竹田 仰 ・ 岩永 省三 ・ 舟橋 京子

担当：岩永 省三 一次資料研究系・教授

累々たる「人の記録」

ここに眠る。

3Dデータ取得の風景。左側の機械で

ネコの図骨模型をスキャン中（撮影／竹田仰）

キツネの個々の骨を組み立て、

アニメ化作業をしている様子

左の写真にあるネコの図骨模型を

3Dデータ化して表示している様子

　箱崎地区に車で入る際の玄関=

小松門の近くの旧工学部４号館は、

工学部移転後に、狭隘対策用として

様々な部局が借用し、物品庫などを

設けています。その1・２階は当館が

「第二分館」と名付けた区域（780㎡）

で、九大病院カルテ資料を収蔵して

います。九大病院地区の再開発に伴っ

て廃棄される危機に瀕したカルテを、

平成20年1月に当館に移動・移管し

たものです。

　総量は段ボール箱で約8000箱、

16万冊を超えます。明治36（1903）

年に京都帝国大学福岡医科大学が設

置される以前、県立福岡病院時代の

明治10年代のものもあり、旧帝大の

戦前期以来のカルテとして、全国的

にも貴重な資料 =「人の記録」です。

　これらは個人情報ですので一般

公開はしていませんが、けっして

「用済み」なのではなく、他の博物館

資料と同様に、保存・整理・目録化

して今後の研究に活用することで、

医学・保険学・医療など諸学の進歩に

貢献し得る情報の宝庫といえます。

設定を一般化し、かつ半自動データ取得

システムを構築することを目的の1つと

しています。そしてもう一つの柱として、

得られた3DデータをVR展示コンテンツ

とした学習プログラムを開発し、利用者

の学習効果を定性的・定量的に比較・検証

することにより、標本資料のVRコンテンツ

としての有効性と、プログラムの学習効果

の評価基準を明らかにすることを目指し

ています。

　本研究は、当館における異分野の教員

による共同研究の好例であり、古人骨

が専門の舟橋助教の新たな参画により、

今後さらにパワーアップしていくものと

期待しています。

　近年、収蔵物を有する博物館等では、

3D（三次元）やVR（＝バーチャルリアリティ、

仮想現実）技術により、遺物など標本・資料

のデジタル的な復元・保存に取り組む

傾向があります。同時に、元来研究用に収集

されてきている、開示に向かない学術的

標本資料の開示のためにも、VRなどを

駆使した理解増進を促す開示法の開発や、

3D情報に基づく新たな資料研究への

展開が期待されています。

　当館には、動物骨格標本約200体、弥生

時代の人骨約3000体が収蔵されており、

これらは頻繁に教育や研究に活用され、

例えば人骨標本だと、年間10人以上の

訪問研究者に利用され、年間調査日数は

のべ約100日以上にのぼります。また、

動物骨格・人骨ともに一般向け開示テーマ

としても優れており、1997年度公開展示

「倭人の形成」や2005年度公開展示「九州

大学所蔵標本資料展1 自然界のなかま

たち」、そして2011年度公開展示「九州

大学百年の宝物」において、たいへん好評

を博したコンテンツのひとつです。

　現館長の竹田先生はVRが専門であり、

実は5年前の2007年、当時骨格標本の管

理を担当していた岩永先生の協力を得て、

3次元計測器による3Dデジタル化にチャ

レンジしていました。しかし当時、キツネ

一体を取り込むのにまる10日は要してお

り、例えば当館がもつ骨格標本約3000体

をすべてデジタル化するには、単純計算

でも実に100年近くかかってしまう計算

になります。つまり膨大な立体標本を現実

的なスピードで３Dデジタルデータ化する

には、かなりの人件費か高額な設備投資を

要することとなり、あまり現実的でない

ということになってしまいます。

　そこで本研究では、データ取得効率を

高めるために、データ取得に適切な環境 （基盤研究C（一般）：博物館学  平成22年度～平成24年度）
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